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地
域
の
状
況
に
応
じ
て
運
用
で
き
る
「
民
泊
」
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

本
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
規
制
改
革
実
施
計
画
及
び
有
識
者
に
よ
る
「
民
泊
サ
ー
ビ
ス
」
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
民
泊
は
、
住
宅
を
活
用
し
た
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
ホ
テ
ル

・
旅
館
を
対
象
と
す
る
既
存
の
旅
館
業
法
と
は
別
の
法
制
度
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

宿
泊
事
業
者
は
、
利
用
者
の
安
心
・
安
全
、
地
域
住
民
と
の
共
生
、
テ
ロ
対
策
、
防
犯
な
ど
に
つ
い
て
、

関
係
行
政
庁
の
指
導
の
下
、
旅
館
業
法
等
の
関
係
法
令
を
遵
守
し
て
い
る
。
一
方
、
現
行
で
は
、
民
泊
を
反

復
継
続
し
て
行
う
場
合
、
旅
館
業
法
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
が
、
取
り
締
ま
り
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
周

辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
衆
衛
生
や
火
災
、
防
犯
上
の
問
題
、
さ
ら
に
は
責
任

の
所
在
が
曖
昧
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
地
域
に
お
い
て
は
、
安
心
・
安
全
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
環
境
に
即
し
た
規
制
を
住
民
が

構
築
し
て
い
る
。
国
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
経
済
効
果
や
利
用
者
の
利
便
性
を
重
視
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
住
環
境
に
あ
る
住
宅
地
や
共
同
住
宅
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
民
泊
は
、
本
県
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
、
地
域
住
民
の
実
態
を
踏
ま
え
地
域
み
ず
か
ら
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き

問
題
で
あ
る
。

観
光
立
国
推
進
基
本
法
に
お
い
て
も
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
主
体
的
な
取
組
を
尊
重
し

つ
つ
、
地
域
の
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を

通
じ
て
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
行
を
促
進
す
る
こ
と
が
基
本
理
念
の
冒
頭
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
規
制
改
革
実
施
計
画
に
基
づ
く
民
泊
の
法
制
化
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
運
用
を
認
め
る
も
の
と
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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成
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八
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二
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